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要旨 

本研究の目的は競技者がグラウンドゴルフに対して持つ意味の特徴と，重要度と意味の関係性を明らかにする

ことである．グラウンドゴルフ競技者 70 名を対象とし，年齢や経験年数などの個人属性と重要度，作業の意味

についての設問を記載した質問用紙を用いた調査を実施した．その結果，競技者の個人属性の特徴からグラウン

ドゴルフの特徴，感じている意味の特徴が分かり，「目的」，「自己」という項目において，重要度が高い対象者が

「はい」と回答した数が重要度が理論値よりも多かった．これらのことから，グラウンドゴルフは高齢で始めて

も長く続けることができるスポーツであること，共通の意味と意味の個別性，重要度が高い対象者群はグラウン

ドゴルフをすることを目的としており，自分らしいと考えていることが示唆された． 

 

はじめに 

 グラウンドゴルフは，昭和５７年に鳥取県東伯郡泊

村生涯スポーツ活動推進事業の一環とし，泊村教育委

員会が中心になり考案された子供から高齢者まです

べての人が，楽しむことができるスポーツである 1）．

特徴として，場所を選ばず自由にコースを設定するこ

とができ，簡単なルールと少ない道具で行うことがで

きるというものがある．さらに，グラウンドゴルフに

は高度な技術を必要とせず、全力を出す場面と、集中

力や調整力を発揮する場面がうまく組み合わされて

いる．全国でも盛んに行われており，日本グラウンド

ゴルフ協会2）に登録している会員数だけで約13万人，

笹川スポーツ財団 3）による調べでは 95 万人となって

いる． 

これまでの研究では，グラウンドゴルフに身体的・

心理的な効果があることは明らかになっている．また，

競技者は「楽しさ」や「身体によいと感じている」こ

とが分かっている 4）5）．作業には「感情・目的か手段

か・世界との繋がり・自分らしさ・生活の構造化・健

康との関連性・社会的意味・作業の類型化」の側面の

意味があるとされている 6）．同様にグラウンドゴルフ

も多様な意味を持つと考えられるが，その意味は明ら

かになっていない．多様な意味があることを明らかに

することで，グラウンドゴルフ競技者の主観的経験の

理解に役立てることができるのではと考える．そこで

本研究の目的は競技者がグラウンドゴルフに対して

持つ意味の特徴と，重要度と意味の関係性を明らかに

することである． 

 

研究方法 

1．対象 

 本研究による調査対象は，三原市内でグラウンドゴ

ルフを行っている競技者とした．対象者は三原市内の

公園等で定期的にグラウンドゴルフを行っているグ

ループに所属し，練習に参加している者とした．対象

者への調査の協力依頼は，三原市グラウンドゴルフ協

会の会長を含む競技者・関係者から紹介してもらった．  

 

2．データ収集 

調査方法については，対象者がグラウンドゴルフを

行う日に，現地にて著者による所定の質問用紙の直接

配布を行い，回答終了後にその場で回収をした．一部

調査にて，配布後の次回の練習日に回収を行った．  

 質問用紙では，年齢やグラウンドゴルフの競技歴な

どの基本属性，グラウンドゴルフの重要度，吉川 7）が

開発した『作業の意味に関する調査票』をもとにした

「はい・いいえ」で答えられる 21 項目の質問表（添

付資料の資料 1を参照）を設定し，2枚つづりの質問

用紙となった．回答項目の意味が分からないという場

合には著者がその都度説明を行った． 

 

3．データ分析 

 対象者の個人属性と重要度については，記述統計を

用いて特徴を明らかにした． 

グラウンドゴルフの意味については，記述統計に加

えてグラウンドゴルフの重要度によって回答に差が
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あるかどうかを調べるためにχ²検定を行った．重要

度は 10 段階を低い(1～3)，中程度（4～7），高い（8

～10）の 3つに分けて検討を行った． 

 

4．研究倫理 

 本研究においては無記名の自記式質問紙調査とし

た．調査時には質問紙に加えて研究の目的，調査実施

者，倫理的配慮等を記載した用紙を配布し研究協力へ

の理解を得た． 

 

結果 

1.得られた回答  

現地にて調査を行い，7グループ 85 名分の回答の

回収を行うことができた．85 名分の回答のうち完全

回答が得られた 70 名分（82.4％）を有効回答とし

た．  

 

2．基本属性 

 今回の調査において得られた基本属性と重要度を

表 1に示した．年齢は，平均年齢が 78.4 歳，標準偏

差は 4.33 で最低年齢が 68 歳となり，対象者全員が

高齢者であった．性別では男性と女性の割合に大き

な差は無かった．グラウンドゴルフを開始した年齢

は 60 代が 51.4％，70 代が 33.6％と 60 代以上でグ

ラウンドゴルフを始めた対象者が 96％であった．競

技歴は 3年以上 5年未満 14.3％，5年以上 24.3％，

10 年以上 48.6％となった．練習へ参加頻度は週 2回

以上参加している対象者は 98.6％となった．重要度

ついては，全員が 5以上であった．重要度の平均は

7.9，標準偏差は 1.6 となった．  

 

3．グラウンドゴルフの意味 

 作業の意味の設問に関する回答を表 2に示す．全て

の対象者が「快感情（Q1）」，「人との繋がり（Q5）」，

「生活習慣の形成（Q8）」，「健康維持（Q15）」の 4 項

目において「はい」，「健康の低下（Q16）」において「い

いえ」と回答した． 

対象者の 90％以上が「場所との繋がり（Q6）」，「健

康増進（Q14）」，「自由と感じる（Q20）」，「リラックス

できる（Q21）」の 4項目について「はい」，「不快感情

（Q2）」，「生活習慣の崩壊（Q9）」，「自己喪失（Q13）」

「社会的不利（Q18）」の 4項目において「いいえ」と

回答した． 

対象者の 50～90％が「はい」と回答した項目は， 

「目的（Q3）」，「手段（Q4）」，「時間（Q7）」，「自己

（Q11）」，「役割（Q17）」となった． 

 

 

表 2 各設問への回答結果 

表 1 基本属性 
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4．グラウンドゴルフの重要度における意味の違い  

 設問した項目によって得られた結果から，重要度が

高い対象者（8以上）と重要度が中程度の対象者（4～

7）の回答を表 3 に示した．χ²検定の結果，21 項目

中 2 項目，「グラウンドゴルフをすることそのものが

目的ですか（Q3）」「グラウンドゴルフをする自分を自

分らしいと感じますか（Q11）」において回答に有意差

がみられた．どちらの項目においても，重要度が高い

対象者が「はい」と回答した数が重要度が理論値より

も多かった．  

 

考察 

1.グラウンドゴルフの特徴 

 個人属性より，60 代でグラウンドゴルフを始める

人が半数を占めている事，10 年以上続けている人が

約半数であるとが特徴として挙げられた．この事か

ら，グラウンドゴルフは高齢で始めても長く続ける

ことができるスポーツであることが伺える．グラウ

ンドゴルフの簡単なルールと少ない道具で行うこと

ができる点，と全力・集中力を発揮する場面がうま

く組み合わされている点が，始めやすさや継続しや

すさに影響していると考えられる． 

 

2.グラウンドゴルフの意味 

 記述統計を行った結果から 90％以上が「はい」と

回答した 8項目をまとめると，グラウンドゴルフは競

技者にとって快感情を伴い，人・場所との繋がりや生

活習慣を形成し，健康を維持・増進する自由でリラッ

クスできる作業であると考えられる．これまでの先行

研究では見受けられなかった「場所との繋がり，生活

習慣の形成」という意味が明らかになった． 

「生活習慣の形成，人・場所との繋がり」の項目に

対して「はい」が多く見られたのは決まったメンバー

で構成されるグループで定期的に同じ場所に集まっ

て活動を行っていることが影響していると考えられ

る． 

宮本 4）の研究において，グラウンドゴルフに対す

る「楽しさ」に影響する要因として，「友人・グルー

プでプレイや時間を共有するなど他者交流を示す社

会的要因」が強く影響を与えている事が明らかになっ

ている．本研究結果においても，「人・場所との繋が

り」と「快感情」の項目に「はい」と答えていること

が多かったことから影響を与えている可能性が示さ

れた． 

 また，対象者の「はい」という回答が 50～90％の間

でばらけてる設問がある事から，競技者によっては時

間との繋がりや役割としての作業という意味を持つ，

作業の意味の個別性が示唆された． 

 

3．グラウンドゴルフの重要度と意味の関係性  

 今回の調査では，「目的(Q3)」「自己（Q11）」に有意

差が見られ，重要度が高い対象者群はグラウンドゴル

フをすることを目的としており，自分らしいと考えて

いることが分かった． 

 グラウンドゴルフを自分らしいと思う事は，グラウ

ンドゴルフが対象者のアイデンティティを構成して

いる要素の一部であると考えることができる．自分ら

しさを構成している作業であるからこそ，その作業が

行うことを目的とし，重要になるということが示唆さ

れた． 

 

今後の課題と展開 

1.研究の限界 

 本研究の限界として，今回の調査の範囲を三原市に

表 3 χ²検定の結果 
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限定したことと調査を行った対象者の人数が多くな

いという点から，得られた結果を一般化できない．  

 さらに，今回の研究ではグラウンドゴルフの重要度

と意味との関係しか検討しておらず，経験年数などそ

のほかの要因に対する検討が十分にできない． 

 

2.今後の展開 

 今後の展開としては，調査範囲の拡大とより多くの

グラウンドゴルフ競技者を調査することで一般に当

てはめられるようにしていくことが必要である． 

また，経験年数によってグラウンドゴルフの意味が

変化するのかを，縦断研究によって明らかにしていき

たい．  
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